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極寒の中、心身を強く鍛える極寒の中、心身を強く鍛える

■主な内容■主な内容

Ｐ２　市・県民税の申告相談
Ｐ４　湯沢市奨学生を募集します
Ｐ５　湯沢の冬まつり
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　恒例の「元旦けいこ」を１月１日に行った湯沢雄勝空手道
スポーツ少年団。雪が降る中、小野地区の小町堂で、積もっ
た雪を素足で踏みしめて、大きな掛け声をあげながら形を奉
納しました。
　その後、横堀駅前から、雄勝中学校敷地内にある武道館
「雄心館」まで素足でランニングしました
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二
十
七
年
度
の
申
告
内
容
や
年
齢
な
ど
か

ら
判
断
し
て
、
市
・
県
民
税
の
申
告
が
必
要

と
思
わ
れ
る
人
に
は
、
一
月
中
旬
に
申
告
用

紙
や
「
収
支
内
訳
書
」
用
紙
を
郵
送
し
て
い

ま
す
。
申
告
書
用
紙
が
届
か
な
い
人
で
も
、

次
の
ペ
ー
ジ
の
「
申
告
要
否
判
定
表
」
の
質

問
に
答
え
て
み
て
、
申
告
が
必
要
と
思
わ
れ

る
人
は
会
場
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
申
告
書
が
届
い
て
も
二
十
七
年
中

は
ま
っ
た
く
収
入
が
な
か
っ
た
と
い
う
人
は
、

申
告
書
裏
面
の
「
収
入
の
な
い
か
た
へ
」
の

該
当
部
分
に
記
入
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

二
十
八
年
度
の
市
・
県
民
税
の
申
告
相
談

は
、
行
政
区
ご
と
に
相
談
会
場
や
相
談
日
が

決
ま
っ
て
い
ま
す
の
で
、
今
号
の
広
報
に
折

り
込
み
の
日
程
表
で
日
時
を
確
認
の
上
、
指

定
日
に
来
場
し
て
く
だ
さ
い
。
指
定
日
に
来

場
で
き
な
い
場
合
は
、
住
ん
で
い
る
地
区
の

申
告
相
談
期
間
中
に
来
場
し
て
く
だ
さ
い
。

　

事
業
所
得
（
営
業
・
農
業
）
や
不
動
産
所

得
を
申
告
す
る
人
は
、
あ
ら
か
じ
め
「
収
支

内
訳
書
」
を
作
成
し
、
領
収
書
・
帳
簿
な
ど

を
持
っ
て
会
場
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
必
要

と
思
わ
れ
る
人
に
は
、
申
告
用
紙
と
一
緒
に

「
収
支
内
訳
書
」
と
書
き
方
の
手
引
き
を
郵

送
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
用
紙
は
、
市
税
務
課
、

各
総
合
支
所
、
申
告
相
談
会
場
、
湯
沢
税
務

署
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

※

「
収
支
内
訳
書
」
が
事
前
に
作
成
さ
れ
て

い
な
い
と
、
申
告
相
談
が
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

税
務
署
か
ら
指
導
日
の
案
内
が
あ
っ
た
人

は
、
指
定
日
に
税
務
署
で
申
告
し
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
所
得
税
の
還
付
申
告
書
は
、
一
月

か
ら
税
務
署
に
提
出
で
き
ま
す
。

※

年
末
調
整
後
の
給
与
所
得
（
公
的
年
金
な

ど
）
以
外
の
合
計
所
得
が
二
十
万
円
以
下
の

場
合
、
所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
が
、
市
・
県
民
税
の
申
告
は

必
要
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
人
は
、

市
・
県
民
税
の
申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

確
定
申
告
は
、
電
子
申
告
ｅ―

Ｔ
ａ
ｘ
で

も
で
き
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
税
務
署

　
（
☎
73
5
1
0
0
）

　

二
十
七
年
中
に
支
払
っ
た
医
療
費
の
合
計

が
、
左
記
の
表
で
控
除
と
な
る
金
額
以
上
の

場
合
、
医
療
費
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
生
計
を
一
に
す
る
親
族
の
た

め
に
支
払
っ
た
も
の
も
、
本
人
分
と
合
算
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※

必
ず
個
人
別
に
合
計
額
を
算
出
し
、
領
収

書
を
持
っ
て
申
告
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

健
康
保
険
組
合
や
生
命
保
険
な
ど
か
ら
医

療
費
が
補
て
ん
さ
れ
た
場
合
（
高
額
療
養
費
、

出
産
育
児
一
時
金
、
入
院
給
付
金
、
高
額
介

護
サ
ー
ビ
ス
費
な
ど
）
は
、
そ
の
金
額
を
対

象
の
医
療
費
か
ら
引
い
て
く
だ
さ
い
。

■
医
療
費
控
除
対
象
額

市・県民税申告相談市・県民税申告相談
平成28年度平成28年度

　

総
所
得
額

　

二
百
万
円

　
　

未
満
の
人

　

二
百
万
円

　
　

以
上
の
人

医
療
費
控
除
と
な
る
額

支
払
っ
た
医
療
費
合
計
の
う
ち

総
所
得×

5
％
を
超
え
た
額

支
払
っ
た
医
療
費
合
計
の
う
ち

十
万
円
を
超
え
た
額

■
医
療
費
控
除
の
対
象
と
な
ら
な
い
も
の

　

健
康
診
断
、
人
間
ド
ッ
ク
、
予
防
接
種
、

医
師
の
診
断
書
、
栄
養
ド
リ
ン
ク
や
ビ
タ
ミ

ン
剤
な
ど
疲
労
回
復
や
健
康
維
持
の
目
的
で

購
入
し
た
も
の
、
視
力
矯
正
の
た
め
の
コ
ン

タ
ク
ト
レ
ン
ズ
代
、
眼
鏡
代
、
医
師
の
処
方

の
な
い
目
薬
や
湿
布
な
ど
。

※

薬
局
や
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
で
購
入
し
た
市

販
薬
で
も
風
邪
薬
な
ど
治
療
目
的
で
あ
れ
ば
、

控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
薬
品
名
の
記
載

が
あ
る
レ
シ
ー
ト
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

市
・
県
民
税
の
申
告
書
は
、
郵
送
で
も
提

出
で
き
ま
す
。
記
入
し
た
申
告
書
や
「
収
支

内
訳
書
」、
控
除
資
料
な
ど
を
税
務
課
に
送

っ
て
く
だ
さ
い
。
添
付
の
控
除
資
料
な
ど
は

希
望
が
あ
れ
ば
返
却
で
き
ま
す
の
で
、
そ
の

旨
を
書
き
添
え
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
内
容
の
確
認
な
ど
の
た
め
電
話
を

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
電
話
番
号
欄

に
は
、
日
中
、
連
絡
の
取
れ
る
番
号
を
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
提
出
期
限　

　

３
月
15
日
㈫
（
当
日
消
印
有
効
）

 平成28年１月１日現在、湯沢市に住んでいましたか？

平成27年中に収入がありましたか？

税務署に確定申告書を提出しますか？
市・県民税の申告書が届いていますか？

平成28年１月１日現在お住まいの市町村へ
お問い合わせください。

市・県民税の
申告が必要です。

市・県民税の申告は必要ありません。

次の①、②のどちらかに当てはまりますか？
①収入は給与のみで年末調整されている
②収入は公的年金収入のみ
※公的年金収入が400万円以下であっても、扶養親族の異動
などにより確定申告が必要となる場合があります。
　公的年金から所得税が天引き（源泉徴収）されている場合
は、確定申告により還付になる場合があります。
　市・県民税の所得控除（社会保険料控除、医療費控除など）
を受ける場合は、申告をお勧めします。

指
定
日
に

　

ご
来
場
く
だ
さ
い

収
支
内
訳
書
の

作
成
を
お
願
い
し
ま
す

郵
送
で
も

　

受
け
付
け
ま
す

申
告
書
を

　

郵
送
し
ま
す

◎
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

申
告
相
談
期
間
中
は
、
市
税
務
課
窓
口

で
の
申
告
相
談
は
で
き
ま
せ
ん
。

医
療
費
控
除
を

会
場
で
申
告
す
る
場
合

税
務
署
窓
口
で

　

行
わ
れ
る
所
得
税

　
　

の
確
定
申
告
指
導

□申告相談期間　2月4日㈭～3月15日㈫
□受 付 時 間　午前8時30分～11時
　　　　　　　　午後1時～3時

は申該は決り定場申◎

□受 付 時 間　午前8時30分～11時
　　　　　　　　午後1時～3時

▽今号に折り込みの「日程表」も併せてご覧ください。

▽問い合わせ　税務課市民税班（☎55‒8094）
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　経済的な理由により就学が困難な人に無利子で奨学金を貸し付けすることにより、人材育成を図る
ことを目的として、奨学生を募集します。

○応募要件
　　次の全ての項目に該当する場合、申し込みできます
　⑴ 湯沢市に本人または保護者が住所を有すること
　⑵ 義務教育修了後の上級学校に在学する人（入学予定者含む）
　⑶ 経済的理由により就学が困難な人
　⑷ 身体健康で品行方正、学業優秀な人
　⑸ 十分な返還能力を有する連帯保証人を選任できる人
　※連帯保証人は2人必要です。2人のうち1人は保護者またはこれに代わる人で、もう1人は市内
　に住所を有し、願書提出時に満60歳以下の成人で、独立した生計を営み十分な保証能力がある人。
　⑹ 他制度奨学金の貸し付けを受けていない人
○貸付額
　⑴ 高等学校等　　月額 15,000円以内
　⑵ 高等専門学校　　月額 20,000円以内
　⑶ 大 学 等　　月額 30,000円以内
　⑷ 入学一時金　　500,000円以内（4年制以上の大学の入学予定者に限る）
○貸付期間・貸付時期および方法
　⑴ 貸付期間は、4月から在学する学校の正規の修学期間
　⑵ 月額貸付は、年4回（4月･7月･10月･1月）で各回3カ月分をまとめて、入学一時金は入学初
　　 年度の4月に一括して、奨学生本人名義の口座に振り込み
○返還期間および方法
　⑴ 返還期間は10年以内で、貸し付け終了翌年度の12月から開始
　⑵ 返還方法は、半年賦または月賦とし、半年賦は6月と12月に納入通知書による金融機関窓口で
　　 の納付、月賦は市の指定する金融機関の本人口座からの振り替え
○募集期間および提出先
　⑴ 募集期間   2月1日㈪～29日㈪（土・日曜日、祝日を除く）午前8時30分～午後5時15分
　※郵送による受け付けは行いません。申請用紙・募集要項は、1月18日㈪から次の提出先でお渡し
　します。また、市ホームページからもダウンロードできます。
　⑵ 提出先　教育総務課（市役所本庁舎3階）、稲川・雄勝・皆瀬総合支所の市民サービス班
○出願方法
　⑴ 提出書類
　　①奨学金貸付願書（様式第1号）
　　②世帯状況調書（様式第2号）
　　③住民票世帯票
　　④世帯全員の前年の収入状況を証する書類
　　⑤合格通知書の写し、入学志願を証する書類または在学証明書
　　⑥学業成績証明書（大学等の区分で貸し付けを受けようとする場合、在学または最終出身校の
　　　証明）
　　⑦各連帯保証人の市税納税証明書および印鑑証明書
　※提出された書類はお返ししません。
○出願以降の流れ
　⑴ 3月中に出願者全員について、湯沢市奨学生選考委員会の答申に基づき選定し、結果を通知
　⑵ 選定された人には、4月上旬に誓約書・請求書・在学証明書を提出いただき、この書類の提出に
　　 より奨学生として正式に決定され、貸付決定通知書を送付
　⑶ 4月下旬から請求書に記載された口座に貸し付けを実行
○問い合わせ
　教育総務課（☎73-2161）
　※詳しくは平成28年度湯沢市奨学生募集要項をご覧ください。
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冬まつり
湯沢の
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図る

市内
る人。る

学初学

口で

渡し

校の

知
出に

平
成
二
十
八
年
度
湯
沢
市
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す

犬っこまつり
　○と　　　　き　2月13日㈯午前10時～午後9時30分
　　　　　　　　　14日㈰午前10時～午後9時
　○と こ ろ   主会場（湯沢市役所周辺）、まちなか
　　　　　　　　　会場（大丈跡地）、湯沢駅周辺（予定）
　○問い合わせ　犬っこまつり実行委員会（一般社団法
　　　　　　　　　人湯沢市観光物産協会内☎73-0415）
　○イベント情報   犬や鶴、亀などを米の粉でかたどっ
　　　　　　　　　てお供えし、1年の無事を祈願した
　　　　　　　　　ことから始まったお祭りです。会場
　　　　　　　　　内に雪で作ったお堂や犬っこが立ち
　　　　　　　　　並び、ろうそくのほのかな明かりが
　　　　　　　　　郷愁の世界へといざないます
　　

▲

シャトルバス情報「犬っこ号」
　　　◆運行体制（常時巡回）
　　　　イオンスーパーセンター湯沢店→湯沢文化会館
　　　　→雄勝中央病院跡地→湯沢商工会議所→駅前角
　　　　バス停→雄勝中央病院跡地→湯沢文化会館→イ
　　　　オンスーパーセンター湯沢店
　　　◆発車時間
　　　　13日㈯午前10時～午後8時台
　　　　14日㈰午前10時～午後8時台
　　　◆料金　無料

第34回雄勝の雪まつり
　○と き　2月13日㈯午後5時～9時
　○と こ ろ　小町の郷公園
　○問い合わせ   湯沢市雄勝観光協会（☎52-2200）
　○イベント情報　会場に並んださまざまなカラー雪像
　　　　　　　　　がライトアップされ、訪れる人の目
　　　　　　　　　を楽しませてくれます。当日は、小
　　　　　　　　　町太鼓の演奏なども行われ、観光客
　　　　　　　　　や親子連れでにぎわいます
　　▶午後5時　　　屋台村オープン
　　▶午後6時　　　ミニかまくら灯ろう点灯、雪像な
　　　　　　　　　　どライトアップ、小町太鼓演奏
　　▶午後6時45分　どんど焼き点火
　　▶午後7時　　　よさこいソーラン演舞
　　▶午後7時30分　イベント行事
　　▶午後8時　　　カラー雪像コンテスト表彰式
　　▶午後8時30分　みかん・お菓子まき

しがっこまつり
　○と　　　　き　2月18日㈭～19日㈮
　　　　　　　   　 ※しがっこのライトアップのみ。
　　　　　　　　    20日㈯午後3時～9時
　○と こ ろ　小安峡　河原湯橋周辺
　○問い合わせ　一般社団法人湯沢市観光物産協会
　　　　　　　　　皆瀬事務所（☎47-5080）
　○イベント情報　冬の小安峡で、雪深さを生かしたイベ
　　　　　　　　　ントを開催し、真冬にできる高い雪の壁
　　　　　　　　　を掘って作ったアイスバーで小安峡オ
　　　　　　　　　リジナルカクテルやオリジナルメニュー
　　　　　　　　　を味わっていただきます。しがっこや会
　　　　　　　　　場全体のライトアップ、氷のバーカウ
　　　　　　　　　ンターや彫刻、冬花火により小安峡全
　　　　　　　　　体が幻想的な雰囲気に包まれます
 　▶冬花火　20日㈯午後8時

秋の宮温泉郷　第18回かだる雪まつり
　○と　　　　き　2月13日㈯午前10時～午後8時
　○と こ ろ　旧秋ノ宮スキー場
　○問い合わせ　かだる雪まつり実行委員会事務局菅
　　　　　　　　   （☎090‒2271‒5803）
　○イベント情報　約 3,000 個のミニかまくらが作られ
　　　　　　　　　た会場の景色は圧巻です。夜になり
　　　　　　　　　ミニかまくらに明かりがともされる
　　　　　　　　　と、幻想的な世界が広がります
　　▶午前10時～午後3時　みんなでかだるミニかまく
　　　　　　　　　　　　　ら作り
　　▶午後4時　　　　　　かだるミニかまくら点灯、
　　　　　　　　　　　　　どんと祭（神事）
　　▶午後5時～7時30分　餅つき、福（お菓子）まき、
　　　　　　　　　　　　　お楽しみ企画
　　▶午後8時　　　　　　雪花火

犬っこまつり
　○と　　　　き　2月13日㈯午前10時～午後9時30分
　　　　　　　　　14日㈰午前10時～午後9時
　○と こ ろ   主会場（湯沢市役所周辺）、まちなか
　　　　　　　　　会場（大丈跡地）、湯沢駅周辺（予定）
　○問い合わせ　犬っこまつり実行委員会（一般社団法
　　　　　　　　　人湯沢市観光物産協会内☎73-0415）
　○イベント情報   犬や鶴、亀などを米の粉でかたどっ
　　　　　　　　　てお供えし、1年の無事を祈願した
　　　　　　　　　ことから始まったお祭りです。会場
　　　　　　　　　内に雪で作ったお堂や犬っこが立ち
　　　　　　　　　並び、ろうそくのほのかな明かりが
　　　　　　　　　郷愁の世界へといざないます
　　

▲

シャトルバス情報「犬っこ号」
　　　◆運行体制（常時巡回）
　　　　イオンスーパーセンター湯沢店→湯沢文化会館
　　　　→雄勝中央病院跡地→湯沢商工会議所→駅前角
　　　　バス停→雄勝中央病院跡地→湯沢文化会館→イ
　　　　オンスーパーセンター湯沢店
　　　◆発車時間
　　　　13日㈯午前10時～午後8時台
　　　　14日㈰午前10時～午後8時台
　　　◆料金　無料



　

湯
沢
雄
勝
地
域
定
住
自
立
圏
共
生
ビ

ジ
ョ
ン
（
案
）
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
実
施
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
意
見
・
ご

提
案
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

◯
募
集
期
間　

1
月
18
日
㈪
〜
2
月
8
日

㈪
◯
公
表
方
法　

▼
掲
載
＝
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
▼
閲
覧
＝
企
画
課
（
市
役
所
本
庁
舎

3
階
）
お
よ
び
各
総
合
支
所

◯
問
い
合
わ
せ　

企
画
課
企
画
政
策
班

（
☎
73
2
1
1
3
）
へ

【
工
事
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
】

　

平
成
二
十
八
年
度
（
一
カ
年
分
）
の
建

設
工
事
、
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
に

関
す
る
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
。

・
申
請
方
法　

市
内
業
者
＝
持
参
、
市
外

業
者
＝
郵
送

【
物
品
・
役
務
】

　

平
成
二
十
八
・
二
十
九
年
度
（
二
カ
年

分
）
の
物
品
購
入
等
競
争
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
。

・
申
請
方
法　

市
内
業
者
＝
持
参
ま
た
は

郵
送
、
市
外
業
者
＝
郵
送

【
小
規
模
修
繕
等
】

　

平
成
二
十
八
・
二
十
九
年
度
（
二
カ
年

分
）
の
小
規
模
修
繕
等
契
約
希
望
者
登
録

申
請
。

・
申
請
方
法　

持
参
ま
た
は
郵
送

◯
受
付
期
間　

1
月
15
日
㈮
〜
2
月
29
日

㈪
※
申
請
様
式
や
申
請
方
法
、
そ
の
ほ
か
の

詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

財
政
課
検

　

査
班
（
☎
55
8
2
7
7
）
へ

【
松
浦
住
宅（
湯
沢
地
域
）】

・
募
集
戸
数　

1
戸

・
完
成
年　

昭
和
52
年

・
構　

造　

簡
易
耐
火
構
造
二
階
建

・
タ
イ
プ　

3
Ｄ
Ｋ

・
家　

賃　

一
万
三
千
七
百
円
〜
二
万
四

　

百
円
（
所
得
に
応
じ
て
決
定
）

【
山
田
住
宅（
湯
沢
地
域
）】

・
募
集
戸
数　

3
戸

・
完
成
年　

昭
和
53
年
2
戸
、
54
年
1
戸

・
構　

造　

簡
易
耐
火
構
造
二
階
建

・
タ
イ
プ　

3
Ｄ
Ｋ

・
家　

賃　

一
万
三
千
六
百
円
〜
二
万
五

　

百
円
（
所
得
に
応
じ
て
決
定
）

【
倉
内
住
宅（
湯
沢
地
域
）】

・
募
集
戸
数　

1
戸

・
完
成
年　

平
成
8
年

・
構　

造　

木
造
二
階
建

・
タ
イ
プ　

3
Ｌ
Ｄ
Ｋ

・
家　

賃　

二
万
二
千
六
百
円
〜
三
万
三

　

千
七
百
円
（
所
得
に
応
じ
て
決
定
）

【
稲
庭
住
宅（
稲
川
地
域
）】

・
募
集
戸
数　

2
戸

・
完
成
年　

昭
和
63
年

・
構　

造　

木
造
平
屋
建

・
タ
イ
プ　

2
Ｌ
Ｄ
Ｋ

・
家　

賃　

一
万
五
千
円
〜
二
万
二
千
三

　

百
円
（
所
得
に
応
じ
て
決
定
）

【
国
見
住
宅（
稲
川
地
域
）】

・
募
集
戸
数　

1
戸

・
完
成
年　

昭
和
63
年

・
構　

造　

木
造
平
屋
建

・
タ
イ
プ　

2
Ｌ
Ｄ
Ｋ

・
家　

賃　

一
万
五
千
四
百
円
〜
二
万
二

　

千
九
百
円
（
所
得
に
応
じ
て
決
定
）

【
大
舘
共
同
住
宅（
稲
川
地
域
）】

・
募
集
戸
数　

2
戸

・
完
成
年　

平
成
7
年

・
構　

造　

木
造
二
階
建

・
タ
イ
プ　

2
Ｌ
Ｄ
Ｋ

・
家　

賃　

三
万
五
千
円

◯
募
集
期
間　

1
月
18
日
㈪
〜
27
日
㈬

（
受
け
付
け
は
午
前
9
時
〜
午
後
4
時
）

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

都
市
計
画

課
建
築
住
宅
班
（
☎
55
8
1
5
8
）
へ

　

湯
沢
市
農
業
再
生
協
議
会
で
は
、
農
業

経
営
管
理
能
力
の
資
質
向
上
の
た
め
、
パ

ソ
コ
ン
に
よ
る
農
業
簿
記
の
研
修
会
を
開

催
し
ま
す
。
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
初
級
編
】

・
と　

き　

2
月
4
日
㈭
午
前
10
時
〜
午

後
4
時

【
応
用
編
】

・
と　

き　

2
月
5
日
㈮
午
前
10
時
〜
午

後
4
時

※
ど
ち
ら
か
一
日
の
み
の
参
加
も
可
能
。

◯
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎
2
階
会
議
室

25
・
26

◯
参
加
料　

一
回
六
百
円
（
昼
食
、
お
茶

代
）

※
昼
食
持
参
の
場
合
は
不
要
。

◯
参
加
資
格　

市
内
在
住
で
、
パ
ソ
コ
ン

入
力
操
作
が
で
き
る
農
業
者

◯
定　

員　

20
人
（
申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
、
認
定
農
業
者
お
よ
び
認
定
就
農

者
を
優
先
）

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

農
林
課
農

業
振
興
班
（
☎
72
0
6
3
1
）
へ

湯
沢
雄
勝
地
域
定
住
自
立

圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン（
案
）に

対
す
る
意
見
募
集

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

の
受
け
付
け
に
つ
い
て

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

2016.01.15
7

2016.01.15
6

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

農
業
経
営
発
展
講
座

パ
ソ
コ
ン
農
業
簿
記
研
修
会

　

二
月
一
日
㈪
が
納
期
限
の
市
税
は
次
の

と
お
り
で
す
。

◯
国
民
健
康
保
険
税　

第
七
期

◯
市
・
県
民
税　

第
四
期

※
納
期
限
ま
で
に
納
入
が
な
い
場
合
は
、

納
期
限
後
二
十
日
以
内
に
督
促
状
を
発
送

し
ま
す
。
納
め
忘
れ
の
な
い
口
座
振
替
を

お
勧
め
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
左
記
へ
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◯
問
い
合
わ
せ　

税
務
課
納
税
班
（
☎
73

2
1
1
8
）
へ

【
発
達
障
害
の
特
性
に
つ
い
て
】

・
と　

き　

1
月
20
日
㈬

・
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎
2
階
会
議
室
23

【
構
造
化
の
基
礎
】

・
と　

き　

1
月
29
日
㈮

・
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎
2
階
会
議
室
23

【
自
己
肯
定
感
に
つ
な
が
る
対
応
】

・
と　

き　

2
月
9
日
㈫

・
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎
3
階
会
議
室
31

【
具
体
的
な
支
援
方
法
Ⅰ
】

・
と　

き　

2
月
22
日
㈪

・
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎
3
階
会
議
室
31

【
具
体
的
な
支
援
方
法
Ⅱ
】

・
と　

き　

2
月
29
日
㈪

・
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎
3
階
会
議
室
31

◯
時　

間　

①
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
、

②
午
後
6
時
30
分
〜
8
時

※
受
講
時
間
は
①
・
②
か
ら
選
択
。

◯
講　

師　

市
子
育
て
支
援
総
合
セ
ン

タ
ー
職
員

◯
対　

象　

発
達
障
害
が
疑
わ
れ
る
児
童

の
保
護
者
お
よ
び
発
達
障
害
児
者
の
支

援
に
携
わ
っ
て
い
る
施
設
職
員

◯
定　

員　

各
20
人

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課

子
育
て
支
援
総
合
セ
ン
タ
ー
（
☎
72

3
5
0
1
）
へ

　

市
で
は
、
在
宅
で
寝
た
き
り
の
高
齢
者

な
ど
を
介
護
し
て
い
る
家
族
を
支
援
す
る

た
め
、
介
護
者
へ
慰
労
金
を
支
給
し
ま
す
。

◯
対　

象　

介
護
保
険
の
要
介
護
4
ま
た

は
5
に
認
定
さ
れ
、
平
成
27
年
1
月
1

日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
期
間
に
、
介

護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
な
い

人
を
介
護
し
て
い
る
家
族
で
、
市
民
税

非
課
税
世
帯

◯
申
し
込
み　

所
定
の
申
請
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
1
月
29
日
㈮
ま
で
、

左
記
ま
た
は
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

◯
問
い
合
わ
せ　

長
寿
福
祉
課
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
78
2
3
1
1
）
へ

◯
展
示
期
間　

2
月
20
日
㈯
〜
28
日
㈰

◯
会　

場　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

◯
出
品
資
格　

市
内
在
住
の
人
（
小
・
中

学
生
も
可
）

◯
出
品
部
門　

書
道
・
絵
画
・
写
真
お
よ
び

彫
刻
・
陶
芸
・
手
芸
な
ど
の
工
芸
作
品

◯
出
品
点
数　

部
門
ご
と
に
一
人
1
点

◯
出
品
料　

無
料

◯
申
込
期
限　

2
月
3
日
㈬（
期
日
厳
守
）

◯
作
品
の
搬
入
・
搬
出　

▼
搬
入
＝
2
月

19
日
㈮
午
前
9
時
〜
正
午
▼
搬
出
＝
29

日
㈪
午
前
9
〜
正
午

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
（
☎
73
1
1
3
2
）
へ

　

市
で
は
、
農
作
物
の
加
工
販
売
、
地
産

地
消
、
販
路
開
拓
を
は
じ
め
、
観
光
の
分

野
な
ど
と
の
連
携
や
経
営
改
善
を
図
り
た

い
人
を
対
象
に
、
専
門
家
「
六
次
産
業
化

プ
ラ
ン
ナ
ー
」
を
招
い
た
個
別
の
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。

　

新
た
に
事
業
に
取
り
組
む
た
め
の
手
順

や
事
業
の
拡
大
を
計
画
し
て
い
る
人
な
ど

幅
広
く
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

◯
と　

き　

3
月
2
日
㈬
午
後
1
時
〜
5

時
◯
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎
2
階
会
議
室

21
◯
講　

師　

6
次
産
業
化
プ
ラ
ン
ナ
ー

（
6
次
産
業
化
中
央
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
か
ら
派
遣
さ
れ
る
専
門
家
）

◯
定　

員　

15
人

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

1
月
29
日

　

㈮
ま
で
、
農
林
課
農
業
振
興
班
（
☎
72

0
6
3
1
）
へ

　

県
と
ロ
ー
ソ
ン
が
協
働
し
、
三
月
十
三

日
㈰
ま
で
、
左
記
貸
出
店
舗
で
雪
下
ろ
し

の
安
全
対
策
用
具
を
無
償
で
貸
し
出
し
て

い
ま
す
。
事
故
な
ど
に
注
意
し
て
、
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

◯
貸
出
店
舗　

▼
ロ
ー
ソ
ン
湯
沢
川
連
町

店（
川
連
町
字
中
久
保
201
―
2
）▼
ロ
ー

ソ
ン
雄
勝
町
店（
小
野
字
桐
木
田
127
）

◯
貸
出
期
間　

最
長
1
週
間

◯
貸
し
出
し
用
具　

ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
メ
イ

ン
ロ
ー
プ
、
ア
ン
カ
ー
ロ
ー
プ（
2
本
）、

カ
ラ
ビ
ナ（
2
個
）、
安
全
帯
な
ど

◯
問
い
合
わ
せ　

地
域
活
力
創
造
課
（
☎ 

0
1
8
―
8
6
0
―
1
2
3
8
）
へ

市
税
は
納
期
限
内
に

納
め
ま
し
ょ
う

発
達
障
害
支
援
者
研
修

第
36
回
市
民
作
品
展作

品
募
集

「
ア
グ
リ（
農
業
）

チ
ャ
レ
ン
ジ
相
談
会
」

の
開
催
に
つ
い
て

家
族
介
護
継
続
支
援
事
業

に
つ
い
て

ロ
ー
ソ
ン
で

「
雪
下
ろ
し
安
全
対
策
用
具
」

を
貸
し
出
し
ま
す

県
か
ら
の
お
知
ら
せ



　

湯
沢
翔
北
高
等
学
校
で
は
、
平
成
ニ
十

八
年
度
専
攻
科
入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
専
攻
科
は
修
業
年
限
二
カ
年
の
課
程

で
、「
介
護
」
と
「
も
の
づ
く
り
」
の
即

戦
力
と
し
て
地
域
社
会
で
活
躍
す
る
人
材

の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

◯
募
集
人
員　

▼
介
護
福
祉
科
＝
7
人
▼

生
産
技
術
科
＝
9
人

◯
出
願
資
格　

次
の
①
ま
た
は
②
に
該
当

す
る
人

　

①
高
等
学
校
を
卒
業
、
ま
た
は
平
成
28

年
3
月
に
卒
業
見
込
み
の
人

　

②
学
校
教
育
法
施
行
規
則
第
一
五
〇
条

の
規
定
に
よ
り
、
高
等
学
校
を
卒
業

し
た
人
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
人

◯
出
願
期
間　

1
月
20
日
㈬
〜
26
日
㈫

◯
検
査
期
日　

2
月
4
日
㈭

◯
検
査
科
目　

小
論
文（
60
分
）、
面
接

◯
合
格
発
表　

2
月
10
日
㈬

◯
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
翔
北
高
等
学
校
事

務
室
（
☎
79
5
2
0
0
）
へ

【
規き

矩く

術
講
習
】

・
と　

き　

2
月
3
日
㈬
、
4
日
㈭
／
午

前
9
時
〜
午
後
4
時

・
定　

員　

10
人

【
車
体
塗
装
基
礎
講
習
】

・
と　

き　

2
月
4
日
㈭
、
5
日
㈮
／
午

前
9
時
〜
午
後
4
時

・
定　

員　

10
人

【
イ
チ
か
ら
学
ぶ
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
と

フ
ォ
ト
シ
ョ
ッ
プ
講
習
】

・
と　

き　

2
月
8
日
㈪
、
9
日
㈫
／
午

前
9
時
〜
午
後
4
時

・
定　

員　

10
人

【
木
造
建
築
物
の
組
立
て
等

作
業
主
任
者
技
能
講
習
】

・
と　

き　

2
月
18
日
㈭
、
19
日
㈮
／
午

前
9
時
〜
午
後
5
時

・
定　

員　

10
人

◯
と
こ
ろ　

大
曲
技
術
専
門
校

◯
対　

象　

現
在
勤
め
て
い
る
人

◯
受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
別
途
）

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

大
曲
技
術

　

専
門
校
民
間
訓
練
支
援
室
（
☎
0
1
8

 

7
62
6
3
2
1
）
へ

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
二
十
八
年
度
第

一
学
期
（
四
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う

通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た

い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業
の
人
が

学
ん
で
い
ま
す
。

　

心
理
学
、福
祉
、経
済
、歴
史
、文
学
、自

然
科
学
な
ど
、幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

◯
出
願
期
限　

3
月
20
日
㈰

※
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
左
記
ま
で
請
求
く
だ
さ
い
。
放

送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

◯
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ　

放
送
大
学

秋
田
学
習
セ
ン
タ
ー
（
☎
0
1
8
―

8
3
1
―
1
9
9
7
）
へ

◯
と　

き　

2
月
13
日
㈯
午
後
1
時
30
分

◯
と
こ
ろ　

ま
ち
の
駅
（
大
町
二
丁
目
）

◯
内　

容　

箏こ
と

・
三
弦
・
十
七
弦
・
合
唱

に
よ
る
邦
楽
演
奏
／″
犬
っ
こ
ま
つ
り
〞

（
Ｃ
Ｄ
「
湯
沢
の
う
た
」
収
録
曲
）ほ
か

◯
入
場
料　

無
料

◯
問
い
合
わ
せ　

　

正
派
わ
か
ば
会

　

佐
藤
（
☎
72
2

 

2
3
3
）
へ

犬
っ
こ
ま
つ
り
協
賛

「
邦
楽
コ
ン
サ
ー
ト
」

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

県
立
湯
沢
翔
北
高
等
学
校

「
専
攻
科
」学
生
募
集

（
二
次
選
抜
）

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

受
講
生
募
集

放
送
大
学

４
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

国
か
ら
の
お
知
ら
せ

　市では、将来にわたって健康な歯で健康な体づくりを目指して、歯周疾患検診および後期高齢者歯科
健康診査を実施しています。
　歯周疾患検診は、平成27年度中に30、40、50、60、70歳になるかたが対象です。また、後期高齢者歯
科健康診査は、平成27年4月1日現在で満75歳のかたで、かつ生年月日が昭和14年9月2日以降のかた
のみが対象です。
　対象者には6月に通知書を送付していますので、まだ受診していないかたは2月29日㈪まで受診する
ようにしてください。
　口は、体の玄関であり、健康の玄関でもあると言われています。最近、
歯周病菌が全身のさまざまな病気に影響していることが分かってきまし
た。特に注目を集めているのが生活習慣病との関係です。歯周病予防は
生活習慣病を防ぐことにもつながります。この機会に歯科検診を受診し
ましょう。
○問い合わせ　健康対策課予防衛生班（☎73‒2124）

後 期 高 齢 者
歯科健康診査

歯周疾患検診 無　　料
（治療、処置
を行う場合
は有料）　

検診料金検診の種類 対　象　者 受　診　方　法

通知書に記載された実施医療
機関に予約の上、検診通知書、
健康保険証を持参して受診し
てください

満　75　歳
（平成27年4月1日現在）

30、40、50、60、70歳

■歯　周　疾　患　検　診
■後期高齢者歯科健康診査 受診は「２月２９日」まで!受診は「２月２９日」まで!受診は「２月２９日」まで!

　求職者の事前申し込みは不要です。面接希望者は履歴書を持参ください。
○と　き　1月28日㈭午後1時30分～3時30分（午後1時から受け付け）
○ところ　横手セントラルホテル2階（横手市）
○内　容　求人事業所との面接および企業説明、ハローワーク相談コーナー
　など
○対　者（求職者）　一般求職者、既卒業者、Ａターン就職希望者および平
　成28年3月大学など卒業予定者
※詳しくは、下記へ問い合わせください。
○問い合わせ　横手市商工労働課（☎0182‒32-2115）

　求職者の事前申し込みは不要です。面接希望者は履歴書を持参ください。
○と　き　1月22日㈮午後1時30分～3時30分（午後1時から受け付け）
○ところ　湯沢グランドホテル2階
○内　容　企業採用担当者からの企業説明（質問・相談含む）または面接ができます
○対　象（求職者）
　①ハローワーク湯沢管内およびその周辺に就業希望の人
　②地元秋田へのＡターン就職を希望している人
　③学校卒業予定者（大学院、大学、短大、高専、専修、高等学校）
※参加企業名は市のホームページで閲覧できます。詳しくは、下記へ問い合わせください。
○問い合わせ　まるごと売る課商工労政班（☎55‒8186）

企業説明会&面接会企業説明会&面接会 入退場
自由

参加無
料!

事前申
し込み

不要!

入退場
自由

参加無
料!

事前申
し込み

不要!

横手市就職
　面接会・
企業説明会

お  知  ら  せ

2016.01.15
9

2016.01.15
8

○安心な手続きのために
　パスポートは、申請日から数えて土・日曜日、
祝日、年末年始を除いて9日目以降のお渡しとな
ります。
　お急ぎの場合は、パスポート窓口まで問い合わ
せください。
▷取扱時間
　月～金曜日：午前8時30分～午後5時
　　　　　　　（祝日・年末年始除く）
※申請は、渡航日程などを考慮して、余裕を持っ
てお願いします。また、過去にパスポートを取得
したことがある人は、県庁への照会が必要な場合
があります。午後5時を過ぎると照会ができなく
なりますので、早めにおいでください。

▷パスポート窓口
　市民課住民班（☎73‒2116）　

パスポート窓口からの 
　　　　　　お知らせ
パスポート窓口からの 
　　　　　　お知らせ
パスポート窓口からの 
　　　　　　お知らせ



■湯沢地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

「こんにちは赤ちゃん」 「おくやみ」 に掲載を希望しない人は、届け出の際に窓口へ申し出てください。

■稲川地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

東　町　２
大　　　門
高　　　村
鍛治屋布１
梺　　　２
下　　　宿
新　　　町
久　保　７

6
88
72
80
58
87
88
76

12.12
12.19
12.24
12.25
12.29
12.31
 1. 4
 1. 4

■雄勝地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

下　馬　場
田　用　橋
下　寺　沢
堺　　　２
御　返　事
平　成　園
下　旭　町
中　　　島
白　銀　町
小沢（秋ノ宮）
沢

十　日　町

96
80
82
91
81
92
96
89
102
95
76
85

12.14
12.17
12.17
12.21
12.24
12.26
12.29
12.29
12.31
 1. 2
 1. 3
 1. 3

ひより

●雄勝地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

藤 谷　柊 和ちゃん 12.19 松　　　根篤さん・綾乃さん

●稲川地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

二　郎
本　人
チ　ヨ
洋　海
キ　ヨ
本　人
繁　雄
實
本　人
博　昭
ユリ子
一　志

1月4日届け出分まで

1月4日届け出分まで

■皆瀬地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

シャイントピアみなせ9212.22 本　人山 田　 　貞さん

進
壽　彦
秀　美
トキ子
将
英　一
憲　美
宏　一

11
2016.01.15

●湯沢地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

竹 沢　柊 哉くん
藤 原　柊 磨くん
麻 生　楓 莉ちゃん
栗 田　悠 愛ちゃん
小 河　和 鯉くん
髙 橋　寿 実ちゃん
次 藤　龍 生くん

しゅうや

とうま

ふうり

ゆ　あ

よ　り

ことみ

りゅうせい

12. 6
12. 8
12.12
12.13
12.13
12.15
12.23

和行さん・麻衣子さん
佑太さん・亜莉紗さん
貴宏さん・加奈子さん
英信さん・瞳さん
和道さん・恵さん
敦史さん・宇代さん
登生さん・真結美さん

平清水新町第３
松並表通り
光　陽　台
深 堀 ２ 区
西新町第２
緑　　　町
元清水第１

12.12
12.13
12.14
12.14
12.14
12.15
12.16
12.17
12.18
12.20
12.21
12.22
12.23
12.24
12.25
12.25
12.25
12.25
12.26
12.27
12.27
12.29
12.29
12.29
12.30
12.31
 1. 1
 1. 1
 1. 1
 1. 2
 1. 2
 1. 3
 1. 3

48
79
87
67
89
88
100
82
91
78
94
65
87
79
80
74
58
89
84
71
92
91
82
88
90
75
77
84
98
89
59
89
82

切　畑　下
金　　　谷
石 塚 上 区
森　　　下
森　　　合
杉沢裏第２
御囲地町第２
西田町第１
千 石 町 北
愛宕町第１
中屋敷（山田）
御囲地町第２
上 ノ 宿 下
柳　　　田
堂　ヶ　沢
山 谷 第 １
桜　通　り
八　幡　林
平　和　町
杉沢表第１
栄　　　町
さつき町第２
金　　　谷
清水町第２の１
清水町第７
切　畑　下
サン・グリーンゆざわ
いさみが岡
千石町第１
平清水第１
新　　　城
御囲地町第２
新　　　城

邦　子
本　人
三　義
博　幸
清　隆
洋　一
秀　悦
豊
宮　子
本　人
吉　昭
成　子
義　明
義　博
ノ　フ
富貴子
本　人
文　子
恒　雄
本　人
清　美
本　人
信　司
髙橋良一
本　人
ヤス子
本　人
本　人
昌　吉
透
寿
繁
正　美

佐 藤　　 努さん
柴 田　節 子さん
宮 原　ア ヤさん
池 邊　友 子さん
藤 田 清五郎さん
脇 谷　義 一さん
佐 藤 ノブヨさん
藤 原　ヒ デさん
三 浦　栄 一さん
柏 原　謙 二さん
伊 藤　敏 子さん
長 沢　 　武さん
菅 原　勇 𠮷さん
金 澤 チヨ子さん
鏡　　忠一郎さん
鈴 木　和 美さん
渡 部　春 美さん
佐 藤　ミ チさん
小野寺伊知子さん
後 藤　靜 子さん
佐々木 ア イさん
柴 田　と みさん
脇 谷　タ ヱさん
船 山　ミ キさん
冨 沢　タ ミさん
佐 藤　征 悦さん
宮 原 ケン子さん
川 原　文 子さん
杜　　 キ ネさん
岩 崎　富 美さん
鈴 木　桂 子さん
半 田　ト ヨさん
倉 田　ユ キさん

ゆずは

●皆瀬地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

藤 原　柚 羽ちゃん 12.10 白　　　沢清和さん・妙子さん

阿 部　太 朗さん
佐 藤　ウ タさん
藤 原　秀 夫さん
阿 部　順 一さん
　 原　　 実さん
佐 藤 キク子さん
佐 藤　昭 吉さん
髙 橋　史 郎さん

金 澤 キミヱさん
　 野 タヅ子さん
佐 藤　欣 一さん
三 浦　洋 子さん
中 山　　 利さん
渡 邉　イ ヨさん
小松田 セ キさん
加 賀　貞 子さん
小山田 文 一さん
　　　 ア イさん
菅　　 征 治さん
井 川　岩 男さん

ゆうな

み　く
佐 藤　柚 菜ちゃん
髙 橋　実 玖ちゃん

12. 3
12.26

野　村　３
両　　　替

仁さん・友美さん
征志さん・知美さん

ゆ　な

はるき
新 山　結 菜ちゃん
藤 原　陽 希くん

12.25
12.31

外　堀　下
外　堀　下

悟さん・まどかさん
剛さん・由美子さん

2016.01.15
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安くなる？光回線の「転用」電話勧誘に注意！

　光回線の卸売が開始され、「転用」という
簡易な手続きで別業者へのサービス乗り換え
が可能となりました。多くのサービスから選
択できる一方で不適切な電話勧誘による契約
トラブルが急増しています。契約に当たって
は、十分に注意してください。
【光回線を「転用」手続きすると･･･】
○今の回線契約は解約になり、契約先の事業
　者名が変わります
○今のプロバイダの契約解除が必要な場合が
　あります
○乗り換え後の解約は、解約料が発生するこ
　とがあります
○元に戻す場合、電話番号の変更や
　工事が必要な場合があります

■消費生活に関する相談、出前講座の依頼は…
　湯沢市消費生活センター
　（市役所本庁舎１階、☎72－0874）へ
　受付時間（平日）：午前8時30分～午後5時

人口と世帯数の動き人口と世帯数の動き
12月末現在

●人口
　 男
　 女

………
………
………

前月比

●世帯数…
前月比

48,０６３人
２２,９５８人
２５,１０５人

（－100人）

（－43人）

（－57人）

18,127世帯（－18世帯）

▲100歳の誕生日を迎え、祝い状を受ける髙岡さん

髙岡　キサ　
たかおか

さん （平成園）

おめでとうございます　100歳長寿

　12月22日、100歳の誕生日を迎えた髙岡さんが
入所している特別養護老人ホーム平成園を長寿
福祉課長が訪問し、祝い状とお祝い金を手渡し
ました。
　当日はお祝いの会が行われ、同施設で一番若
い職員が代表で「温かい人柄の髙岡さんに、い
つも元気をもらっています」とメッセージや花
束を贈り、家族のかたと入所者、職員で100歳の
誕生日をお祝いしました。髙岡さんは「元気で
頑張っています。ありがとうございます」と感
謝の言葉を述べていました。

1月26日は「文化財防火デー」です
　昭和24年1月26日に、法隆寺の金堂が火災に遭
い、国宝の壁画が焼けてしまいました。
　二度とこのようなことがないように、毎年この日
を「文化財防火デー」と定め、全国各地で、文化財
の防火体制の整備・強化が図られています。
　文化財は子どもや孫への贈り物として、伝えてい
かなければならない大切なものです。文化財の周辺
に住む人はもちろん、観光などで見学する際も火の
元には十分注意しましょう。

故 遠藤　幸次
えんどう

さん （享年68歳）

叙勲 旭日単光章
【地方自治功労】

こう　じ

　平成27年9月に亡くなられた遠藤幸次さんが旭日
単光章に叙せられ、ご家族に勲章と勲記が伝達され
ました。遠藤さんは、平成9年から17年まで稲川町
長として地方自治の発展に尽力されました。
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